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佐
高
教
新
聞
は
８
月
15
日
付
で
発
行
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
８
月
30
日
付
で
発
行

し
ま
す
。
９
月
は
15
日
付
け
で
発
行
す
る

予
定
で
す
。 

た
た
か
い
を
反
映
し
た
前
進
面
の
一
方
、 

物
価
高
騰
に
よ
る
生
活
改
善
に
は
不
十
分 

 

８
月
８
日
に
人
事
院
勧
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
給
与

制
度
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
（
社
会

と
公
務
の
変
化
に
応
じ
た
給
与

制
度
の
整
備
）
と
称
し
、
様
々

な
変
更
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
給

与
に
関
し
て
は
官
民
較
差
１
万

１
１
８
３
円
（
2.76
％
）
の
改
訂

と
な
り
ま
す
。 

全
世
代
一
律
の
改
訂
で
は
な

く
、
初
任
給
は
一
般
職
で
、
高

卒
２
万
１
４
０
０
円
、
大
卒
２

万
３
８
０
０
円
を
引
き
上
げ
、

人
材
確
保
の
観
点
等
を
踏
ま
え

若
年
層
に
重
点
を
置
き
な
が

ら
、
再
任
用
職
員
を
含
め
て
す

べ
て
引
き
上
げ
の
改
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

ボ
ー
ナ
ス
は
、
現
在
の
4.50
月

分
を
0.10
月
分
引
き
上
げ
、
引
き

上
げ
分
は
、
期
末
手
当
及
び
勤

勉
手
当
に
均
等
に
配
分
す
る
こ

と
し
て
い
ま
す
。 

10
万
筆
を
超
え
る
「
大
幅
賃
上

げ
署
名
」
、
500
人
が
結
集
し
た
中

央
行
動
な
ど
、
官
民
共
同
の
闘
い

を
反
映
し
て
給
与
、
一
時
金
と
も

に
プ
ラ
ス
改
定
は
３
年
連
続
、
32

年
ぶ
り
に
２
％
超
の
改
定
率
と
な

り
ま
し
た
が
、
物
価
高
騰
に
よ
る

生
活
改
善
に
は
き
わ
め
て
不
十
分

で
す
。 

地
域
手
当
、
寒
冷
地
手
当
、
扶

養
手
当
に
つ
い
て
は
改
善
も
あ
り

ま
す
が
、
不
利
益
変
更
も
あ
り
ま

す
。
通
勤
手
当
は
支
給
限
度
額
の

引
き
上
げ
と
要
件
緩
和
の
改
善
。

再
任
用
者
へ
の
住
居
手
当
等
の
支

給
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
権
利
面
で

は
、
育
児
時
間
の
選
択
取
得
の
導

入
及
び
子
の
看
護
休
暇
が
拡
大
さ

れ
ま
す
。 

給
与
制
度
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
は
、

若
年
層
や
能
力
・
実
績
主
義
に
よ

る
一
部
成
績
優
秀
者
の
処
遇
を
手

厚
く
し
、
若
年
層
の
公
務
員
離
れ

を
防
ご
う
と
す
る
一
方
で
、
地
方

や
現
場
で
汗
す
る
公
務
労
働
者
の

賃
金
・
労
働
条
件
を
抑
制
す
る
狙

い
が
色
濃
く
に
じ
み
出
て
い
ま

す
。 

 

地
域
手
当
の
影
響 

 
 

今
回
、
地
域
手
当
の
広
域
化

に
よ
り
、
福
岡
県
の
全
体
に

４
％
と
福
岡
市
・
春
日
市
・
福

津
市
に
は
８
％
が
設
定
さ
れ
ま

す
。
福
岡
県
は
元
々
佐
賀
県
よ

り
給
料
が
高
く
、
そ
の
上
に

４
％
等
が
加
算
さ
れ
れ
ば
、
佐

賀
と
の
格
差
は
さ
ら
に
拡
大

し
、
地
域
手
当
の
悪
影
響
は
国

の
行
政
機
関
だ
け
で
な
く
地
方

自
治
体
の
人
材
確
保
や
、
低
水

準
に
抑
制
さ
れ
た
地
場
賃
金
の

固
定
化
な
ど
、
多
方
面
の
問
題

を
ひ
き
お
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。 秋

の
た
た
か
い
で
は
、
県
人

事
委
員
会
で
の
改
善
勧
告
を
求

め
る
取
り
組
み
や
、
確
定
闘
争

に
お
け
る
前
進
を
か
ち
と
る
た

め
、
さ
ら
な
る
賃
上
げ
を
め
ざ

す
運
動
を
職
場
と
地
域
か
ら
大

き
く
広
げ
て
い
く
こ
と
を
呼
び

か
け
ま
す
。 

 

人事院 今年度の国家公務員の給与等に関する勧告 

給与 官民較差１万１１８３円（2.76％）の改訂 

【活動予定】 

・人事委員会要

請行動（9 月 4

日） 

 

・人事委員会交

渉（9月13日） 

 

・公共をとりも

どす宣伝行動

（9月 13日） 
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長
期
休
み
に
入
る
頃
、
毎
回
お
弁
当
と
お
菓

子
、
ジ
ュ
ー
ス
、
そ
し
て
こ
だ
わ
り
の
コ
ー
ヒ

ー
付
き
の
癒
や
し
の
時
間
「mini

-caf
é

」
が

待
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
初
の
試
み
と
し
て
、

佐
教
組
の
先
生
方
と
の
合
同
開
催
で
、
美
術
の

７
月
20
日
、
「
権
利
の
学
び
場
」
を
開
催
し
ま

し
た
。 

『
教
職
員
の
服
務
要
覧
』
（
令
和
６
年
７
月 

佐
賀
県
教
育
委
員
会
作
成
）
を
も
と
に
、
様
々

な
場
面
に
あ
て
は
め
な
が
ら
学
習
を
し
ま
し

た
。
内
容
と
し
て
、
職
務
に
専
念
す
る
義
務
、

給
与
条
例
、
兼
職
・
兼
業
、
勤
務
時
間
の
割
り

振
り
、
休
日
の
代
休
日
、
休
暇
の
種
類
や
単

位
、
特
別
休
暇
の
取
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
で

す
。
参
加
者
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
ま
じ
え

て
、
権
利
の
使
い
方
を
学
び
ま
し
た
。 

『教
育
全
国
署
名
』
に
取
り
組
み
ま
す 

国
の
責
任
で
教
育
条
件
の
整
備
を 

 

私
た
ち
が
め
ざ
す
教
育
の
あ
り
方
、
社
会
の
あ
り

方
は
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
み
ん
な
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
学
校
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
理
念
が

息
づ
く
学
校
、
個
性
や
到
達
度
に
応
じ
た
「
ゆ
き
と

ど
い
た
教
育
」
が
誰
で
も
無
償
で
受
け
ら
れ
る
社

会
。
そ
ん
な
社
会
や
教
育
を
実
現
さ
せ
た
い
で
す
よ

ね
。
実
現
す
る
た
め
に
は
、
教
育
の
予
算
を
増
や
す

こ
と
、
専
任
の
教
職
員
を
も
っ
と
増
や
す
こ
と
が
必

要
で
す
。
残
念
な
が
ら
い
ま
の
日
本
は
放
っ
て
お
い

て
も
教
育
予
算
を
増
や
す
よ
う
な
国
で
は
な
い
の

で
、
私
た
ち
の
共
同
の
力
で
、
声
を
集
め
て
、
大
き

な
う
ね
り
に
し
て
、
国
を
動
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
教
育
全
国
署
名
は
、
そ
の
任
務
を
も

っ
た
取
り
組
み
で
す
。 

組
合
員
の
皆
さ
ん
に
、
１
人
10
筆
（
用
紙
２
枚
）

を
目
標
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
同
僚
や
地
域
の
方

に
声
を
か
け
て
、
世
論
を
形
成
す
る
運
動
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

10 月 5 日（土）佐賀駅周辺で街頭

署名宣伝行動を予定しています 

 

先
生
が
描
い
て
く
だ
さ
っ
た
か
わ
い
い
猫
の
看
板
が
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。
先
生
方
と
の
貴
重
な
情
報
交
換
の
時
間
で
も
あ

り
、
自
動
販
売
機
を
校
内
に
設
置
し
て
ほ
し
い
と
い
う
生
徒
会

の
要
望
案
件
の
経
過
を
聞
い
た
り
、
先
日
本
部
で
行
わ
れ
た

「
権
利
に
つ
い
て
の
学
習
会
」
の
件
を
紹
介
し
た
り
、
い
ろ
い

ろ
と
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。
「
子
ど
も
の
こ
と
で
年
休
を

使
い
果
た
し
て
し
ま
い
、
自
分
の
体
調
が
悪
く
て
も
休
め
な
い

の
で
、
学
習
し
た
い
」
と
の
声
が
あ
り
、
資
料
は
回
覧
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
家
庭
の
都
合
で
県
外
へ
行
か
れ
る
先
生

と
別
れ
を
惜
し
む
シ
ー
ン
も
あ
り
、
心
に
残
る
会
に
な
り
ま
し

た
。 

 
M
i
n
i
-
caf
é

の
後
、
分
会
長
と
一
緒
に
校
長
交
渉
に
臨
み
ま

し
た
。
修
学
旅
行
の
下
見
の
旅
費
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
下
見
を

安
全
に
旅
行
に
行
っ
て
帰
っ
て
く
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
と
位

置
づ
け
る
こ
と
、
全
部
と
は
言
わ
ず
、
何
人
ま
で
と
い
う
上
限

を
設
け
て
も
よ
い
の
で
、
ガ
ソ
リ
ン
代
と
高
速
代
く
ら
い
は
出

し
て
頂
き
た
い
と
要
望
し
ま
し
た
。
そ
の
場
は
「
検
討
し
ま

す
」
と
い
う
こ
と
で
終
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
「
少
し
旅

費
を
出
す
方
向
で
検
討
し
ま
す
。
」
と
い
う
回
答
を
頂
き
、
下

見
に
行
か
れ
た
先
生
に
詳
細
な
行
程
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
交
渉
で
、
組
合
の
も
つ
力
を
再
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

【
平
野
晶
子
・
中
原
特
別
支
援
学
校
・
執
行
委
員
】 

「m
in

i-c
a
f
é

＆
校
長
交
渉 

報
告
」 

 
一
口
に
権
利

と
言
え
ど
も
内

容
は
多
岐
に
わ

た

る

こ

と

か

ら
、
学
習
の
持

ち
方
を
工
夫
し

て
、
多
く
の
組

合
員
に
知
ら
せ

て
い
く
必
要
性

を
強
く
感
じ
ま

し
た
。
参
加
者

を
増
や
す
工
夫

と
と
も
に
、
地

区
毎
の
開
催
や

職
場
開
催
な
ど

を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。 『

権
利
の
学
び
場
』
学
習
会 
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実 

教 

部 
集まる・学びあう・楽しむ！ 

現 

業 

部 

現
業
部
の
総
会
は
７
月
６
日
に
お

こ
な
い
ま
し
た
。
部
長
は
大
石
文
昭

さ
ん
（
致
遠
館
・
再
任
）
。
総
会
後

に
交
流
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

兵
庫
県
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
夏

の
研
究
集
会
。
７
月

20

日
と

21

日
、
佐
賀
県
か
ら
３
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
分
散
会
で
は
、
一
般
業
務
、

給
食
業
務
、
正
規
採
用
、
被
服
貸

与
、
特
別
支
援
学
校
に
関
す
る
こ
と

な
ど
、
様
々
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
２
日
目
は
「
人
と
防
災
未
来
セ

ン
タ
ー
」
で
29
年
前
に
お
こ
っ
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
当
時
の
映
像

や
震
災
体
験
者
の
話
な
ど
か
ら
、
災

害
の
恐
ろ
し
さ
や
正
し
い
知
識
を
得

る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。 

定 

通 

部 

定
通
部
は
７
月
20
日
（
土
）
に
定

期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
部
長
に
原

口
祐
子
さ
ん
（
佐
賀
商
定
）
を
昨
年
に

続
い
て
選
出
し
、
昨
年
度
の
活
動
ま
と

め
と
今
年
度
の
活
動
方
針
、
要
求
に
つ

い
て
討
論
を
し
ま
し
た
。
職
場
要
求
や

職
場
状
況
の
交
流
で
は
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
常
駐
要
求
、
給
食
費
の

値
上
げ
、
全
定
兼
務
の
状
況
、
夜
間
中

学
と
併
設
す
る
校
舎
の
課
題
な
ど
が
出

さ
れ
ま
し
た
。 

全
教
定
通
部
総
会
と
全
国
定
通
教
育

学
習
交
流
集
会
が
７
月
26
日
か
ら
28

日
ま
で
兵
庫
県
神
戸
市
で
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
記
念
講
演
を
は
じ
め
、
高
校

生
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
で
は
多
様
で
活
発

な
意
見
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

実
教
部
は
７
月
27
日
（
土
）
に
定

期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
取
り

組
ん
だ
採
用
試
験
対
策
講
座
の
経
験
を

活
か
し
、
今
年
度
も
取
り
組
む
予
定
で

す
。
ま
た
、
実
教
部
と
し
て
交
渉
力
を

高
め
て
要
求
実
現
を
図
る
こ
と
も
確
認

で
き
ま
し
た
。
意
見
交
換
で
、
実
習
教

員
の
賃
金
や
権
利
、
制
度
に
つ
い
て
ま

と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
欲
し
い
と
い

う
要
望
が
あ
り
、
今
年
度
作
成
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
部
長
は
岡
本
宗
一

郎
さ
ん
（
佐
賀
工
・
留
任
）
で
す
。 

８
月
10
日
と
11
日
に
山
口
県
で
実

教
部
中
四
国
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
学
習
交
流

集
会
が
あ
り
２
名
が
参
加
。
実
習
教
員

の
制
度
改
革
な
ど
を
議
論
し
、
学
習
と

交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

 

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
教
員
組
合
の 

ス
ト
ラ
イ
キ
に
学
ぶ 

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
教
員
組
合
は
２
０
１
９

年
、
３
万
人
の
組
合
員
と
50
万
人
近
い
保
護

者
、
生
徒
が
参
加
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実

施
。
当
時
、
交
渉
委
員
会
共
同
代
表
を
務
め

た
ア
ー
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ウ
エ
さ
ん
が
来
日

し
、
８
月
１
日
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
８
月

８
日
に
は
長
崎
高
教
組
で
学
習
講
演
会
が
お

こ
な
わ
れ
、
双
方
に
参
加
し
ま
し
た
。
か
つ

て
は
労
使
協
調
型
で
、
サ
ー
ビ
ス
モ
デ
ル
だ

っ
た
組
合
か
ら
、
あ
な
た
の
た
め
に
た
た
か

う
組
合
が
必
要
だ
と
訴
え
続
け
、
５
年
が
か

り
で
ス
ト
ラ
イ
キ
が
で
き
る
状
況
に
な
る
ま

で
の
中
で
、
組
合
員
が
成
長
し
、
自
信
を
つ

け
て
き
た
経
過
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
組
合
員

と
の
対
話
を
重
視
し
、
集
会
に
大
勢
が
参
加

で
き
る
よ
う
数
字
に
こ
だ
わ
る
こ
と
、
要
求

を
掲
げ
て
た
た
か

い
の
方
向
を
示
す

こ
と
な
ど
、
運
動

の
教
訓
と
し
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
社
会
正
義
へ

の
想
い
が
自
分
の

原
動
力
と
い
う
言

葉
が
印
象
に
残
り

ま
し
た
。 

【
書
記
・
田
中
龍

一
郎
】 
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職場で共済の説明が必要でしたら対応します。 

ご不明な点はお問い合わせください 

共済直通（0952） 30-0885 【担当：古川】 

今回の特集では「交通量の多い高速道路での留意点」考えた

いと思います。 
（本キャラクターは損保ジャパンの公式マスコットです。） 

この機会に自動車保険の見直しを是非ともご検討ください。 

自動車共済にご加入なら生涯団体割引あります。自動車保険のことなら下記代理店にご問い合わせを！ 

「交通量の多い高速道路での留意点」 
今回の特集では「交通量の多い高速道路での留意点」考えたいと思います。 

 
                 」 

佐高教自動車共済 
 

[鳥栖・佐城地区]ライフネクスト  

(0952-28-7131) 

・担当：井上・池田・ 

立石・橋間 

 

[唐津･伊万里地区]ライフマスター 

(0955-77-4731) 

・担当：松岡・大塚・ 

早田 

*下記ライフネクスト HPの「8月交通安全 NEWS」にて 

「渋滞の発生傾向」と「渋滞に差し掛かった時の留意

点」の詳細を記載させて頂いております。 

生命共済「人間ドック補助」の申請 

お忘れではありませんか!? 

満 60歳の 4月 1日以降に人間ドックを受けて 

自己負担があった場合は対象となります。 

台風 10号の被害は 

ありませんでしたか？ 

被害にあわれた方にお見舞い申し上げます。

被害に対して総合共済、火災共済で給付の対

象となることがあります。損傷した箇所を写

真に撮っておくことや、修理業者に見積もり

を依頼するなどの手順があります。詳しくは

高教組共済会へご連絡ください。 

『共済カフェ』やってみましょう！ 

共済を話題にして集まる

場を作ってみませんか？ 

お弁当やお菓子代を共済

会が補助をします。 

【参加者募集】 

「教育大運動 1741つながるフェス feat. 

このままでは学校がもたない！」 
8月 27日、中教審が答申「「令和の日本型学校教育」を担

う質の高い教師の確保のための環境整備に関する総合的

な方策について」を出しました。内容は特別部会「審議

のまとめ」にわずかに修正を加えた程度で、現場教職員

の声をくみとったものではありませんでした。2024 年の

秋から 2025 年度春にかけて、教育大運動 1741 がめざす

課題提起と銀座パレードによるアピール行動がおこなわ

れます。佐賀高教組より２名の派遣を予定したいので、

関心・参加希望のあるかたはお問い合わせください。 

 

日時 10月 5日（土）13：00～16：00 

場所 ビジョンセンター東京八重洲 

東京都中央区日本橋 2丁目 3-4-9F 

内容 主催者あいさつ・課題提起 

   講演（40分） 

   会場＆オンライン発言、アピール採択 

   銀座パレード（16：00解散） 

佐賀高教組でサテライト視聴をする予定です。東京会

場・サテライト視聴への参加に関する問い合わせは佐賀

高教組へお願いします。 

佐賀高教組 70周年記念 教育講演会 

子どもの権利条約が生きる子ども観、指導観 

～対話的・共感的な関わりを～ 
講師 春日井 敏之さん（立命館大学大学院教授） 

（臨床教育学、教育相談論が専門） 

日時 11月 17日（日）14：00～16：00 

場所 佐賀県教育会館 ２階大会議室 
組合員をはじめどなたでも参加できます。 


